
電動VTOL固定翼UAV-航空測量版
 

1. 特徴
 

モジュール化
一眼カメラ/マルチレンズカメラ

 

知的化
地形の変動に応じた飛行モード

長い耐久性
飛行時間100分

 

安全
ワンクリックで離陸と着陸

 

多重冗長化
多重冗長ナビゲーション制御システム

 

簡略化
ワンクリックでデータをインポート

 

高効率
地盤位相基準点がないため、測量および地図作成の標準要件である 1:500 を満たすことができます。

 

高精度
100Hz RTKに基づくリアルタイム差分技術

 

2. テクニカルインデックス
UAVの胴体

素材の質感 EPP胴体、カーボンファイバーフレーム
翼幅 220cm
長さ 130cm
標準離陸重量と荷重 6.7kg(可搬質量含む)
最大飛行時間 100分
離陸と着陸のモード 垂直離着陸
回収着地点の精度 <1m
プロモーションモード 電気複合翼の前方牽引推進
飛行速度 70km/h
最大制御半径 10km
耐風性 レベル6
出発地の標高 4000メートル以上
動作温度 -20℃～45℃

GNSS

チャンネル番号 226チャンネル
信号追跡 GPS L1 C/A、L2C、L2P(y)、GLONASS L1/L2、ガリレ

オ E1
RTKの更新頻度 100HZ

 



RTKの精度 横:10mm1.0ppm、縦:15mm1.0ppm

3. 測量処理ソフトウェア
 

 

ルート計画

自動飛行経路計画、豊富な飛行経路タイプ

ストリップルート: 道路、河川、電力、パイプラインなどに適しています。

多角形のルート: 大面積の従来型飛行ミッションに適しています

 

4. アプリケーションシナリオ
 

土地

UAVドローン販売中,UAV測量と地図作成は、その柔軟性により、土地測量と地図作成の分野で重要な役割を果たしています。マッピング用のUAV航空写真データを迅速に取得することで、調査エリアの詳細を迅速に把握でき、土地と資源の動的な監視と調査、土地利用と適用範囲の地図の更新、土地
利用の動的な変化の監視、地物情報に適用できます。高解像度航空画像の解析等により、地域計画等にも応用可能です。

ルート選択

リモートセンシング UAV は、電力線の選択、高速道路線の選択、鉄道線の選択、石油線の選択に適用できます。リニア UAV の航空写真を迅速に取得し、プロジェクトのニーズに応じてラインを選択するための設計データを提供します。さらに、リモートセンシング UAV は、石油とガスのパイプラ
インのライン選択設計と包括的な監視も実行できます。センチメートルレベルの航空画像と高解像度ビデオは、安全性の監視と管理に役立ちます。同時に、パイプラインの圧力データと画像を組み合わせて、パイプラインの漏れ、盗難、その他の現象を検出することができます。

環境

高解像度の航空画像を効率的かつ迅速に取得することで、特に下水汚染などの環境汚染を適時に監視できます。さらに、海洋モニタリング、石油流出モニタリング、水質モニタリング、湿地モニタリング、固形汚染物質モニタリング、沿岸地帯モニタリング、植生生態およびその他の側面を、リモートセンシング
UAV によって撮影された航空画像またはビデオ データの助けを借りて実装できます。その中でも水質は
調査と監視、汚染物質の監視、大気環境の監視、固形廃棄物の検出、およびわらの燃焼禁止の監視が主な適用方向です。

緊急

UAVは緊急救援をはじめ、測量・地図作成の分野で注目されています。文川地震、玉樹地震、周曲土石流、安康洪水のいずれであっても、マッピング用UAVは初めて現場に到着し、機動性と柔軟性の特性を最大限に発揮して、再生された被災地の画像データを取得しました。災害救援の展開と災害後の復興
において重要な役割を果たします。

https://www.surveymappinginstrument.com/jp/product/pjlb-12-a-probe-radio-all-in-one-machine.html


農林

高解像度の航空画像は、土地の質感と作物の分類に関する正確な情報を提供し、農地分析、作物の種類の認識、作物の成長分析、土壌水分測定、農業環境調査、水産養殖地域の監視、森林火災の監視、森林被覆率に適用できます。分析、森林植生の健全性モニタリング、森林貯蔵評価など。特定の農作物の植栽面
積、成長状態、成長段階、生産額を決定できます。たとえば、タバコ、農業用モノのインターネットなどで重要な役割を果たします。産業。

 


